
　

(2)今後の方向性

障害者の地域移行を推進する上で、重度の身体障害者が在宅生活を送るた
めに必要な支援であることから、事業を継続する。
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(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

重度障害者による居宅改修の申請が無かった為
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継続

重度の身体障害者が自立した在宅生活ができるように必要な支援を行っている。
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　 項目名 項目説明

成果指標 補助の実施割合

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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重度の下肢又は体幹機能障害者数 平成
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重度身体障害者の住居環境の改善及び経済的負担の軽減

予算現額
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事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）
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所沢市障害者支援計画

重度障害者が家庭で生活していく上では、住居のバリアフリー化が必要なことからそれに対する補助事業として開始した。

総合計画の体系 章 健康・福祉 生活支援の充実
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事業の種別

障害者福祉節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針
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所沢市重度障害者居宅改善整備費補助要綱

部課コード 060300 ℡ 2998-9116

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

重度の身体障害者が、障害に応じて居住しやすいよう居宅の一部を改造する際に、予算の範囲内で補助を行う事業である。
市は、審査の上適否を決定し、工事完了後に現地調査等の必要な審査を行い、補助金の交付決定（却下）を行う。
補助額は１件240,000円を限度としている。
世帯の最多収入者の前年分所得税額が100,500円以下が対象である。
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